
e-mail

名称

役職名

地域合意形成 ジビエ等の有効利用に適した捕獲手法 捕獲鳥獣の解体･処理加工

処理加工施設における衛生管理 処理加工施設の運営 商品開発 流通

販路開拓 ペットフード利用 皮革利用 動物園等でのと体給餌

油脂利用 骨利用

）

シカ イノシシ クマ

）

全国 北海道

中国 四国 九州 沖縄

）

狩猟免許 （ 銃 ： 年 ） （ わな ： 年 ）

獣医師免許 （ 年 ） 　

）

⑫　

地域合意形成 ジビエ等の有効利用に適した捕獲手法 捕獲鳥獣の解体･処理加工

処理加工施設における衛生管理 処理加工施設の運営 商品開発 流通

販路開拓 ペットフード利用 皮革利用 動物園等でのと体給餌

油脂利用 骨利用

）

シカ イノシシ クマ

）

活動内容

有害鳥獣として捕獲されているシカやイノシシ、特にジビエとしての利用が限定されている小型個体の利
活用を目指して、捕獲個体を動物園で飼育されている大型肉食動物に対する屠体給餌に活用する活動を進
めている。動物園における捕獲個体を用いた屠体給餌は、捕獲個体の利活用だけではなく、飼育動物の動
物福祉（環境エンリッチメント）への貢献、獣害問題を含めた説明を来園者に実施することによって動物
園における環境教育活動を推進、そして、より自然に近い摂餌を来園者に見学してもらうことによる動物
園の魅力向上といった複合的な貢献が期待できる活動である。実際の活動においては、衛生的に安全な屠
体の処理方法に関する研究や、飼育動物に対して動物福祉的な効果がある屠体給餌の実施方法、および来
園者に対する説明等の環境教育イベントとして効果的な実施方法の開発を行ない、マニュアルを作成し、
公開を行なっている。これまでに、全国の動物園の関係者に対して捕獲個体を用いた屠体給餌の実施方法
や注意点、用いる屠体の衛生面や処理方法に関する助言を行なってきた。また、猟師やジビエ処理業者に
対して、動物園で用いる屠体の処理方法や衛生面に関する助言を行なってきた。

活動分野

（該当するものを全て選択）

その他（

対象鳥獣

（該当するものを全て選択） その他（

活動実績

活動期間 平成29年8月〜

地　　域 全国

取得年 平成 28

取得年 元号⑨

免許及び資格

（該当するものを全て選択し、
取得年を記載）

取得年 元号

その他（ 狩猟免許　網：取得年　平成29年

⑦
対象鳥獣

（該当するものを全て選択） その他（

⑧
対応可能地域

東北 関東 北陸 東海

近畿

（該当するものを全て選択）
その他特定の都道府県、地域（

⑥

専門分野

（該当するものを全て選択）

その他（

④ 所属先
日本大学 生物資源科学部

教授

③ 本人 nemoxjp※yahoo.co.jp　（送信の際は、※を＠に置き換えてください）

ジビエ利活用コーディネーター登録票

①
ふりがな ほそや　ただつぐ

氏　名 細谷　忠嗣


